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はかかってしまうだ
ろう。人間のクリエ
イターはコスパが悪
すぎるのでは？　こ
うなると予想はして
いたが，やはり頭を
抱えてしまった。

なぜ，人間の私
に頼んだのか？
　人間のクリエイ
ターに残された価値
とは果たして何だろ
うか。ずっと思い悩
んでいた矢先，知人から先のコラム（本
紙第 3546号，連載第 8回）で紹介し
た擬人化した細胞のイラストの依頼を
受けた（図 2）。
　その知人は米国にいるので主にメー
ルによってやりとりを進めていた。何
回目かのメールで知人は，「こうした
イメージのイラストが欲しい」と言っ
て生成 AIで作った画像をメールに添
付して送ってきた（図 2左）。おかげ
でイメージがわかったのは良かった
が，「ひょっとして AIだけでも良か
ったのでは？」とモヤモヤしながら制
作したのを覚えている。いったい知人
はなぜ AIではなく人間の私に頼んだ
ろうか？　後日，正直にそう聞くと，
下記のような回答を得た。
　当時使用していた生成 AIは，0から
10を作成する速度においては人間をはる
かに上回っていましたが，既存の 10を
20に拡大する要求や，10にわずかな修
正を加えて 10改を作成するよう求めた
場合，（自分の指示の問題かもしれませ
んが）それに応えることは難しく，結局
は新たに 0から 10を作成してしまうこ
とになりました。このため，0から 10ま
では AIに任せ，それ以降の作業を人間が
手掛けるのが最適ではないかと考えて依
頼しました。
　なるほど，つまり AIだけでは「痒
いところに手が届かなかった」わけだ。
こうした軌道修正にはまだ人間の力が
必要であり，司令塔としての価値は残
されているように思う。

AI 研究者に聞いてみた
　まだまだ人間が AIを監督する必要
があり，100％仕事が代替されること
はないかもしれない。生成 AIを触る

　いよいよ終盤となった本連載。今回
と次回（最終回）では最後の項目であ
る“Prospect（展望）”について述べた
い。
　サイエンスイラストレーションを含
むあらゆる創作物の将来について考え
る上で，この 2～3年で飛躍的な進化
を遂げている生成 AIの存在は無視で
きない。生成 AIがどこまでできるの
か，そしてクリエイターに残された仕
事は何かについて真剣に考えてみた。

数十秒で数時間分のイラストが
完成
　ほんの数年前まで，AIがイラスト

制作などの芸術の分野に参戦するのは
まだ先の話だと言われていた。しかし，
2022年ごろから Stable Diffusion（
stability.ai/），Midjourney（
midjourney.com/home），DALL-E 3
（ -e-3）など，画像
を生成する AIが次々に登場し，震撼
したクリエイターは少なくないのでは
ないだろうか。かくいう私もその 1人
で，2022年 9月に生成 AIによる作品
が賞をとったというニュース 1）を目に
して以来，イラスト制作を AIが代替
していく未来を感じて恐ろしくなり，
AIを使ってみるどころか，AIに関す
るニュースから目を逸らし続けてい
た。しかし，電気，自動車，インター
ネットがそうだったように，登場した
技術はどうしたって人間社会に浸透し
ていく。使わなければ取り残されるだ
けだ。思考停止をやめ，今年度から生
成 AIと向き合うことにした。
　まずは試しに生成AIを使ってみた。
「～のようなイラストを生成して」と
命令文（プロンプト）を打ち込むだけ
で後は数十秒待つだけだ。例えばメデ
ィカルイラストレーションのような正
確性が問われるものなら，きっとでた
らめな臓器のイラストなどが生成され
るのではと期待して（？），「医学的に
正しい人体」「臓器を透かす」「バスト
アップ」と命令すると，図 1のイラス

トが数十秒で生成
された。全然悪く
ない。肋骨の数な
ど細かい部分の修
正は必要だが，見
た目も美しいし，
もうほとんどこれ
で良いのではない
かと思い，呆然と
した。おそらく同
じスタイルのイラ
ストを私が描こう
とすると，数時間
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ようになってそう希望を持ち始め，今
度は AI研究者に直接話を聞く機会を
設けた。
　2023年 12月，生成 AIに関する一
般向けのサイエンス・カフェ 2）を企画
し，AI研究者の川村秀憲先生（北海
道大学大学院情報科学研究院 教授）
をゲストに迎え，私は聞き手役として
生成 AIの歴史，しくみ，そしてこれか
らの未来まで遍く聞いてみた（写真）。
「人間に残される価値は何か」。イベン
ト参加者からも多く挙がったこの質
問。改めて川村先生に聞くと，下記の
回答を得た。
　ニッチな技術や独特の感性など，わず
かな人にしかできないことは，技術的に
AIで代替できる可能性があってもそれを
開発する経済的合理性は低い。「自分し
かやっていないこと」を追求することに
価値がある。
　科学イラストはニッチな分野の一
つ。自分の好きな科学とイラストを掛
け合わせて始めたことだが，どの分野
でも自分が好きなことを追求するこ
と，そしてそれら複数の要素を掛け合
わせることは希少性を高め，これから
の AI時代を生き抜く強みとなるのか
もしれない。そう信じ，生成 AIを「助
手」として使いつつもこれからも手を
動かすことをやめないことにする 。

●写真　サイエンス・カフェで生成 AIについて話す川村
秀憲氏（右）と筆者（左）

●図 1　「医学的に正しい人体」「臓器を
透かす」「バストアップ」とプロンプ
トを打ち込み DALL︲E 3で生成したメ
ディカルイラストレーション

●図 2　イメージを伝えるため依頼者が生成 AIで作成したイ
ラスト（左）と，それを元に筆者が作成したイラスト（右：
本紙第 3546号，連載第 8回コラムと同じ）
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使えるイラスト活用法（生成AI を使ったイメージの壁打ち）
　生成AI を「助手」として使うと述べたが，
使い方の一つに「イメージの壁打ち」がある。
　イラスト制作する際，イラストで表現した
いキーワードとスタイルだけが決まってい
て悶々としているとき，どういうイメージが
生成されるか生成 AI で試してみるのも良い
だろう。何度もプロンプトを変えて惜しみな
く複数案を生成し，自分が作りたいイメージ
に近いものを探すことができる。
　また，本文中のエピソードのように，依頼
者側が生成 AI による画像をクリエイターに
送って効率良くイメージを伝えることも可
能だが，クリエイターによってはモチベー
ションが下がる恐れがあるのであまりオスス
メはしない。
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